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数種の合成洗剤による野菜附着畑虫卵

の洗機除去効果試験
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望 月久
静岡県衛生研究所

（昭和33年3月4日受領）

野菜の生食は栄養学的見地からみれば甚だ好ましいこ
とであるが，我国の如く尿尿を直接肥料としてもちいて
いる点を考え合はせるならば，衛生的見地からは甚だ危

険である。殊に回虫蔓延の著しい我国ては，それらの野
菜の生食が回虫感染の重要な経路のーっとして既に詩家

の研究により明かである。即~野菜に回虫卵が附着され
ている実状の調査は吉田 (1923），岩橋（1923,'24）らの
報告以後極めておびた立しい数にのぼり，戦後もさらに
引きつづいて笛木 (1952）らにより調査が行はれ，旧態
依然として野菜類が回虫卵て汚染されていることが明か
となっている。それらに対する対策として或いは清静野

菜の裁培がさけばれ，あるいは叉生鮮野菜の熱消毒なと

が提唱されているけれども未だに的確に実施される見通

しもない現状である。一方においてそれらの野菜を清水
て洗糠する事によって回虫卵を除去する方法も当然考え
られては居たが，小田 (1927)，千葉 (1928），ヂヰ藤 ・岡
谷 (1950）小宮 ・和泉（1954）らの詳細なる実験的結果
によれば，家庭て行われている普通の洗糠方法ては充升
な効果は期待しえない。

最近合成洗剤（Syntheticdeter富田it, Syndet, Soap-
less soap，）の研究が頓に進歩し，之らはいづれも常温水

に溶解して充牙その効果があり，その後の水洗も容易て
あり，溶液の臭味も比較的軽微であるなどの利点があげ
られて居る。あまつさえ，それらは食器のみならず生鮮
野菜などの洗糠剤として市販されているが，若しそれら
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の合成洗剤が生鮮野菜に附着している回虫卵を除去出来
るなら保健衛生上甚だ有意義であらう。

筆者らは以上の見地から，実験的に回虫卵の汚染野菜

を調製し，市販の合成洗剤5種を集めて清水と比較しつ
つその虫卵洗糠除去効果を観察した。

実験材料

1. 回虫卵

屠場から採取した豚回虫の雌を解剖し，その子宮末端
約 2cmを摘出して中の虫卵を集めた。これらの虫卵の

蛋白膜を緊縮着色せしめて人民尿中の回虫卵と酷似した
状態にするために，中山 (1956）の方法により直ちに人

工腸液に浸漬せしめ，37°012時間保存した後，清水て洗

糠し8～ 5°0の冷蔵庫におさめ，随時実験に用いた。

人工腸液の処方は豚胆汁 5cc, トリ プシン2g，蒸溜水
lOOcc，重曹若干てpH 7.4としたものである。

2. 人工汚染野菜の調製

本実験てはキヤ刊ツの葉に実験的に一定数の回虫卵を
附着せしめて，その中から除去された虫卵数を算定する

方法を 用いた。即~あらかじめ市販のキャベツを 5cm
平方に裁断し，直ちに水道水を用いて丁寧に清洗して自
然的な回虫卵汚染による障害をのぞいた。

次にキャベツに附着せしめた回虫卵をそのまま顕微鏡
下て算定するととは困難であったので便法として次の方
法を用いた。即~最初に一定量の水に若干の前記回虫卵
を混入して充分撹梓しつつその1滴中の卵数を算定し
た。各滴中の卵数の牙散値は修練によって可成り少くす
ることが出来，5～10滴の平均卵数及びその標準偏差を
求めてその変異係数を算出すると何れも 3～4%の値を
得た。本突験の目的からすれば，この程度の変異係数て
ほ立充分であると考えられた。 以上の方法によって大凡
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500～800ケの回虫卵が一枚のキャベツに附着出来る様

に操作し，之を直ちに風乾せしめて実験に供した。参考

迄にその際の1滴は 0.049ccに相当し，各検葉には4～

5滴づ、〉の回虫卵惇瀞液を用いた。更に風乾には約1昼

夜を要した。

3. 供試合成洗剤

試験に供した洗剤は静岡市内の店頭に市販されている

ものを 5種類任意に買い求めたものである。即：；それら

の商品名を列記すると，ワンダフル，ヱマール（以上花

王石鹸会社製〉，ライポンF, トップ（以上ライオン油脂

会社製〉およびアノレコ（モノゲン木舗製〉て，とれらの

うちエマールを除いて他は全部，野菜・食器・果物など

にも用いうるとして市販されているものである。それら

を総べて処方にしたがって常温の水道水に 0.3%前後に

溶解した時の諸性質を第1表に表示した。

実験方法

合成洗剤jの実験濃度は各洗剤記載の使用濃度，すなわ

ち 0.3%水溶液とし，対照として水道水を用いた。一洗

〔寄生虫学雑誌・第 7巻・第 5号

剤の洗糠実験には検葉 5枚づ〉用い，各洗剤とも同時に

実験操作をおこなって条件を一定にする様につとめた。

実験方法は，最初に 300cc容ビーカー（径 7.2 cm, 

高さlOcm）に洗剤水溶液 lOOccづ〉入れ，この中に検

葉を浸潰して 5分間静置した。その後葉の一端をピンセ

ットて、挟み，ビーカーの一端から他端迄，毎秒一往復の

辿度をもって振り洗いを実施した。直ちに検葉を除去

し， 30分間静置したのち上澄液をサイフォンて除去し，

下層液を沈澱管にうつして遠沈した。その際各実験毎に

除去された上澄液，及び用いたピペット，ビーカーなど

を再検査して虫卵の散逸を防止する事に注意した。各実

験例の回虫卵数を算定した後， 5例の平均値および伊準

偏差を示し，更に分散値（S）を求めてF検定をなし，

その有意差をしらべた。

実験結果

回虫卵の洗糠除去効果が振り洗い法の場合の往復回数

に関係するだらうことは客易に想像されたので，予備実

験として任意にライポンFを選定し， 対照として水道水

第1表各合成洗剤の性状 （15°C)

~竺土 ワゾダ 7lν ライポユIF ト ツ
フ。 エマ~ lレ アル コ 水道水

原 形 白色粉末 II 白色粒子扶 II II 

7.fc 色 調 乳白色 無色透明 j炎青色 乳白色 淡白色 無色透明

1容 臭 な し " 
／／ f肱 臭 " な し

液 味 f故 味 ／／ ／／ " 
II な し

〔0.3%)
pH 9.4 6.9 7.4 7.3 9.4 7.2 

比 重ー 1.008 1.007 1.009 1.008 1.008 1.002 

アルコ~；レ系系
石油

ヨ三 成 分 アルコーJレ系 石油系 ？見
ぷロ,_ アルコー Jレ系 ア yレコ~；レ系

第2表振り洗い往復回数と虫卵除去率との関係

供 振り洗い
実験回
最初の附着 除去さ れた虫卵数

言溶式 第1 第2 第3 第4 第5
平均値 除去率

液 往復数 数 虫卵数 回 回 回 間 同

ラF 1往復洗い 5 851±31.4 701 632 603 754 642 
666±30.5 77. 7J0 

イ 10往復洗い 2 851±31.4 816 813 815 95.9タ~

ポ

三ノ 20往復洗い 5 851±31.5 791 799 734 662 768 7
51±11. 7 88.2% 

フk 1往復洗い 5 708土27.2 158 108 240 182 285 195土34.7 27.5タ6

道 10往復洗い 5 708土27.2 440 388 543 378 304 411士45.5 58.3.96' 

水 20往復洗い 4 851土31.4 679 720 721 682 701±10.0 82.2% 

( 82 ) 
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し，他の 5種の洗剤例の何れよりも不良であった。即5

洗剤中の最－低析のアルコと水道水の各々の成績のF検定

イ｜立は15.5て.106以下の危険率て有意差が認められた。 5

種の洗剤の各々の虫卵除去率は，ワンダフルの96.8%に

つ三いてライポンF, トッフ。エマールの！｜聞となり，最低

位がアノレコの65.8°-6であった。最高位のワンダフノレと最

低位のアノレコのF検定イJ~lは 8 . 55て， すなわち 5 %以下の

危険率て有芯；差が認められたが，その他の洗剤てはお互

に5%以下の危険率ては有志差が認められなかった。

10往復航り洗いの結果を見るとお明らかに3つの段II｛・？

に牙げる ＇frが IU 来え。 ~Dちワンダフノレ， ライポンFおよ

びトップの 31奄の洗剤てはいづれもお互に有志差はな

く， ほぼ完全に虫卵を除去し得たと認める乙とが山来

/c。エマール，およびアルコはお互いに有な差は認めら

れず，かっと述3種の洗剤とは 5%以下の危険率て不良

の！ぷ紡であった。対照としての水道水のうだ験研I）ては除去

された虫卵は約50°6で，上述5撞の洗剤の何れと比較し

でも危険率1%以下て有志差が認められた。すなわち水

道水のみで洗服された場合は洗剤溶液を用いた場合にj七

して虫卵の除去効果は明かに不良であった。

察

生鮮野菜をおむう方法としては歯ブラシ法，JF(でこする

71~ . 振り洗い法などいろいろ考えられるけれども ， 実際

に一般家庭における洗い方を見ると，大部牙が振り洗い

程度であり，縦元などの偲く一部がmて摩擦される程皮

考

を用いて，振り洗いの往復同数を夫々 し 10,2011:復の

三段肝？を設定し， 各々の場合の751: ~1保除去効果を調べた。

それらの結果を第2表に示した。水道』てを用いた例ては

1往復洗いて27.3°-6,10往復洗いて58.3°;:;,201HU洗い

て82.2°-6の虫卵が除去され，お互いの聞のF{1(1は夫々16

~ ¥), 34. ＼）および24.2となり，何れも 1°o以下の危険率て

有志差が認められた。同l！＞単に水て沈慨する場令は摂り

おい、往復数の多い程虫卵の除去効果が上昇する亨が認め

られたが，20n'r夏の振り洗い訟でも内全附着虫卵数の略

8割を除去し作るに過ぎなかった。一方ライポンF洗剤

の実験例ては l往復洗いですでに77.7°0の虫卵が除去さ

れ，10往復洗いて95.9°{;,2011:復17＼：いて、88.2 °6を示し

た。お互いの聞のF値は何れも 0.5以下で有志差は認め

難かったが.~ 10往復および20往復洗いの成績を見ると，

長初の附芦虫卵数と洗糠後の除去虫卵数は検定の結果，

有志差を示さなかった。日IJ！＞ライポンF洗称溶液を用い

た際は， 101]：復洗い以上の方法てほ三完全に虫卵を除去

し得ると考えられた。

次の本実験として，上述の予備実験の結果を考慮し

て，1往復振り洗いおよび10往復振り洗いの二種類の方

法を採用しえ。 1往復洗いの方法ては各洗剤jの効果の最

低限を見いだす目的をもち，10往復洗いの方法ては優秀

洗剤において略完全に虫卵が除去されるととを日安とし

たものである。

それらの成献を第3表に示した。 1阿佐促洗いの尖験

例ては刻－照としての水道水の虫卵除去率は 33.4%を示

(1958）〕昭和初 年 1!0月

各粍洗剤の虫卵除去率の比較第 3表

除去 された 虫卵数
最初の附実

験
例
数

往

復

数

振
り
洗

い

除去率平均 値一
5
I
l

第
白

洗剤の種類 第 4
同

一
往
復
振
り
洗

い

96.8;'6' 

80.0;'6' 

75.6% 

72.4,9rj 

65.8タ4

33.4°6' 

484±43.9 

400±63.0 

378±34.2 

362±51.0 

329±38.2 

167士27.1

439 

326 

260 

462 

299 

153 

352 

501 

452 

432 

258 

90 

第 3
回

571 

262 

377 

224 

389 

232 

第 2
回

562 

500 

441 

363 

270 

177 

第 1
1司

497 

410 

361 

313 

429 

184 

100.65'0 

103.8;'6' 

106.9J6' 

84.7% 

79.8% 

50.2% 

712土42.6

735±60.1 

757士26.2

599±19. 7 

565±15.6 

355土39.6

752 

657 

782 

553 

525 

367 

583 

900 

743 

567 

601 

308 

780 

700 

802 

646 

556 

488 

776 

586 

787 

611 

591 

288 

667 

831 

672 

619 

550 

325 

着虫卵数

500±113.9 

500土113.9

500±113.9 

500±113.9 

500土113.9

500士113.9

708土 27.2

708土 27.2

708± 27 .2 

708土 27.2

708± 27.2 

708± 27 .2 

5

5

5

5

5

5
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U
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u
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十
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振
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である。その程度の洗い方てはj11［虫卵を完全に除去する

事が凶難てあるととは叫に小宮 ・和泉（195:1）などによ・

り証明jされている。ま？し洗い方をより精密に災行するこ

とがむづかしいとするなら，当然洗ふi凶に用いる溶液を

改良しなければならないと考える。すなわち今凶の尖験

では，俺か 7.2cmの聞を in彼乃至10往復という極め
てf)"¥jljj.なおtい方を用いて，洗刑使用の効果をしらべたも
のである。その結果は明かに，水道水を単濁て用いるよ

りも洗剤Jを使用する万が良好である ·J ~が証明された。殊

にワンダフル，ライポシF, トップなどの合成洗剤を使

用すれば僅か10往復程度て、｜略完全にP!I虫卵を除去するこ

とが出米ると認められ，そののちwに流水てす〉ぐこと
により尚一層完全てあらうことが必像される。

本1乙験のほ三終了せる頃，小林 ・熊FU(1957）の報台
に按した。すなわち氏λ創立唱省らと全く独立に全く同様

の計11~のもとに実験をおこない，極めて興味深く J日L し

たが，略ぇ筆者らと［1:d様のJ!X:ff1L1lであった。氏等の見解に

よれば合成洗剤の作用としてriuui:e'J，法透，手Lf七，分散，

百Ui容イヒ，起泡などをあげ，ナなわち検葉を洗刑浴

波して一定H寺間放置後（氏らは10卦，筆者らは 5分rl¥J),

振り洗い操作によって上述の話作用がおとり，容易に!.h

JJl3が葉面からはなれるとしているが，以上の見解に刈し

て筆者らも［rljじな見である。

以上の諸成結により，布i；生学上からは!Rf菜をむtう1必｛
に合U究洗斉Ll主：用いるととはrt主だ望ζEしいでドが｜珂かとなワ

た。勿論本らだ験においては洗剤使用による野菜の栄養価

の変化，味の変化，人体におよぽす影響などの諸点には

なんら触れなかったが，よしんばそれらの点に多少の不

利があるとしても，寄生虫の感染による身体えの影響を

考えるなら，ある程度譲歩しなければならないことであ

り，ズーとれらは洗剤使用後，清水て、充分洗うことによっ

ておぎなわれるものと考えられる。

要約

1) キャベツに実験的に一定数の豚凶虫卵を附1Jせし
め，でれを用いて 5種の市l収合成洗剤（尚品名 ：ワンダ

フJレ，ライポンF, トップ，エマーノレ，アノレコ〉による

Irr！虫卵の沈糠｜覧、去効果をしらべた。

2) ？先制限方法は最も簡単な限りむtい法により，対照と
して水道水を単濁に用いたが，水道水lt'－濁ては l往復の

j1J（り洗いて約30%,10往復のそれで約50%,20往復のそ

れで約8090の回虫卵を除去’しうるにすぎなかった。

3) 合成洗剤使用例てはいづれも水道水単独例よりも

りJJかに良好な成績を 示し，殊にワ ンダフル， ライホン

( 84 ) 
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F, トップの 3種の洗剤jては，5分間桜漬，10往復振り

洗いの方法てほ三完全に虫卵を除去するととが認められ

た。
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Summary 

The removal effect of five sorts of synthetic deter-
gent (soapless soap, or syndet) on ascaris eggs 

from the vegetables were experimentally examined. 

These syndets are on sale with the Japanese name 

for such purpose as cleaning the table-ware and 
the vegetables. Cabbage leaves artificially conta-

minated with a estimated number of pig ascaris 

eggs were prepared at first. These leaves were 
soaked in each solution of the syndets for five 

minut回 beforeshaking the samples within a flask 
of 7.2 cm in diameter. Then the samples put aside 

and the removed eggs were allowed to settle for 

30 minutes. The supernatant was decanted and 

25 cc of the sediment was centrifuged. Such sedi-
ments were carefully put on the slide glass for-
examination under the microscope. 

Every sample of syndets was proved to be more 
e旺ectivethan that of tap water alone for removing 

the contaminated ascaris eggs from cabbage leaves. 
By employing the simple shaking methods for ten 
seconds, ahnost all e回scould be removed from the 
cabbage leaves, whereas, only a half number of 
eggs could be removed by the same procedure in 
tap water alone. 

One of the important route of ascaris infection 

in Japan has been estimated to be caused by eating_ 
the raw vegetables soiled by the ascaris egg. So 
it may be of benefit to use the above mentioned 

syndets instead of the water alone for washing, 
such vegetabl田．




